
３ 風水害
ふうすいがい

のリスク
り す く

の確認
かくにん

について 
 

 

 

 

 

４ 避難先
ひ な ん さ き

について 

 （１）風水害
ふうすいがい

の場合
ば あ い

 フローチャート
ふ ろ ー ち ゃ ー と

を参考
さんこう

に避難
ひ な ん

先
さき

を検討
けんとう

しましょう。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】 

〇個
こ

別
べつ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

に関
かん

すること          福祉
ふ く し

管理課
か ん り か

   5744-1721 

〇ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

、避難
ひ な ん

、防災
ぼうさい

全般
ぜんぱん

に関
かん

すること 防災
ぼうさい

危機
き き

管理課
か ん り か

 5744-1236 

令和５年 12 月作成 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

とは 
 

災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

（※）の方
かた

が避難
ひなん

できるよう「避難先
ひなんさき

」「避難
ひなん

経路
けいろ

」「避難
ひなん

の支援
し えん

 

をしてくれる方
かた

（親戚
しんせき

・知人
ちじん

等
など

）」等
など

を記入
きにゅう

する計画
けいかく

です。 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２ 作成
さくせい

方法
ほうほう

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 計画書
けいかくしょ

の内容
ないよう

に変更
へんこう

があったら、更新
こうしん

をして避難
ひなん

の支援
し えん

をしてくれる方
かた

（親戚
しんせき

・知人
ちじん

等
など

）に渡
わた

しましょう。 

※ 区
く

への提出
ていしゅつ

は不要
ふ よ う

です。  

確認スタート
かくにん

屋内
おくない

待機
たいき

垂直
すいちょく

避難
ひなん

水平
すいへい

避難
ひなん

 自宅
じたく

の2階
かい

以上
いじょう

まで浸水
しんすい

する可能性があります。自

宅外へ避難しましょう。避難
ひなん

に時間
じかん

を要
よう

する人
ひと

（高齢
こうれい

者
しゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

など）がいる場合
ばあい

には、区
く

から警戒
けいかい

レベ

ル３が発令
はつれい

されたら避難
ひなん

しましょう。

自宅
じたく

が浸水
しんすい

する可能性
かのうせい

があ

ります。自宅又は同じ建物の

3階以上に避難しましょう。

自宅外
じたくがい

へ避難
ひなん

する必要
ひつよう

はありません。ただ

し、被害想定がなくても周りより低い地形等

の場合､気象庁や区からの情報を確認し､必

要に応じて避難してください。

浸水
しんすい

想定
そうてい

が０.５ｍ以上
めーとるいじょう

に該当し

ている。

自宅
じたく

に２階
かい

以上
いじょう

等
など

の避

難できる場所がある。

自宅
じたく

が２階
かい

建
た

て以下
いか

で浸水想定
しんすいそうてい

が３ｍ以上
めーとるいじょう

、もしくは、家

屋倒壊等氾濫想定区域に該当している。

は

はい
いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

大田区
お お た く

 

災害
さ い が い

時
じ

個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
け い か く

作成
さ く せ い

の手引
て び

き 
【本人

ほんにん

・地域
ち い き

記入
きにゅう

の個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

】 

 

 

※ 避難
ひ な ん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

・・・以下
い か

の方
かた

が対象
たいしょう

です。 

 

〇要介護
ようかいご

３～５の65歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

 〇視覚障
しかくしょう

がい１、２級
       きゅう

の方
かた

 〇聴覚障
ちょうかくしょう

がい２、３級
      きゅう

の方
かた

 

〇移
い

動
どう

機
き

能
のう

障
しょう

がい１～４級
きゅう

の方
かた

 〇下肢障
かししょ う

がい又
また

は体
たい

幹
かん

機
き

能
のう

障
しょう

がい１～３級
   きゅう

の方
かた

 〇愛
あい

の手帳
てちょう

１～４度
 ど

の方
かた

 

〇65歳
      さい

以上
いじょう

のひとり暮
ぐ

らしで避難
ひ な ん

行動
こうどう

に支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

  

〇その他
    ほか

避難
ひ な ん

行動
こうどう

に支援
し え ん

が必要
ひつよう

な方
かた

 (精神障
せいしんしょう

がい、難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

を含
ふく

む) 

（福祉
ふくし

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

等
など

、必要
ひつよう

な避難
ひなん

支援
しえん

が得
え

られる状況下
じょうきょうか

にある方
かた

は、対 象 外
たいしょうがい

です） 

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で様式
ようしき

を

ダウンロード
だ う ん ろ ー ど

 

本人
ほんにん

・家族
かぞく

が手引
て び

きを 

参考
さんこう

に作成
さくせい

 

本人
ほんにん

・家族
か ぞ く

が避難
ひ な ん

支援
し え ん

をお願
ねが

い

したい人
ひと

に依頼
い ら い

し、協 力
きょうりょく

が得
え

ら

れた場合
ば あ い

は、計画書
けいかくしょ

を共有
きょうゆう

する 

 

個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

を作成
さくせい

して、災害
さいがい

時
じ

の避難
ひ な ん

に備
そな

えましょう！ 

 

【地域
ちいき

の方
かた

（自治会
じ ち か い

町会
ちょうかい

、民生
みんせい

委員
いいん

等
など

）】 

本人
ほんにん

・家族
かぞ く

から依頼
いらい

があった場合
ばあい

支援
し え ん

 

作成
さくせい

支援
し え ん

 

大雨
おおあめ

や台風
たいふう

は、震災
しんさい

とは異
こと

なり、接近
せっきん

時期
じ き

や

規模
き ぼ

を事前
じ ぜ ん

にある程度
て い ど

予測
よ そ く

することができるた

め、事前
じ ぜ ん

に避難
ひ な ん

することができます。 

自宅
じ た く

に ど の よ う な リスク
り す く

が あ る か 、

ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

等
など

で確認
かくにん

し、個別
こ べ つ

避難
ひ な ん

計画
けいかく

に記入
きにゅう

しましょう。 

 

▽ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

は 

こちら 

地震
じ し ん

の時
とき

の避難所
ひ な ん じ ょ

として、区立
く り つ

小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

等
など

91か所
か し ょ

を指定
し て い

し、

自治会
じ ち か い

・町会
ちょうかい

単位
た ん い

で避難先
ひなんさき

を割
わ

り当
あ

てています。※風水害
ふうすいがい

時
じ

の割
わ

り当
あ

て

はありません。 

なお、大
おお

きな地震
じ し ん

があった時
とき

でも、自宅
じ た く

等
など

で生活
せいかつ

が可能
か の う

であれば避難所
ひなんじょ

で生活
せいかつ

をする必要
ひつよう

はありません。ご自宅
じ た く

で避難
ひ な ん

生活
せいかつ

が送
おく

れるよう準備
じゅんび

を

することも重要
じゅうよう

です。 

▽水害
すいがい

時
じ

の避難先
ひなんさき

 

はこちら 

▽地震
じ し ん

発生
はっせい

時
じ

の 

避難先
ひなんさき

はこちら 

※ 要配慮者
ようはいりょしゃ

スペース
す ぺ ー す

について 

学校
がっこう

避難所
ひ な ん じ ょ

において、一般
いっぱん

スペース
す ぺ ー す

（体育館
たいいくかん

等
など

）で過
す

ごせない方のために要配慮者
ようはいりょしゃ

スペース
す ぺ ー す

を設置
せ っ ち

します。 

【避難
ひ な ん

する際
さい

のお願い
  ね が   

】 

● 要配慮者
ようはいりょしゃ

１名
  めい

につき、介助者
かいじょしゃ

１名
めい

の付
つ

き添
そ

いで避難
ひ な ん

してください。 

● 避難
ひ な ん

する方
かた

が避難
ひ な ん

生活
せいかつ

を送
おく

るうえで必要
ひつよう

なものは持参
じ さ ん

してください。 

【要配慮者
ようはいりょしゃ

スペース
す ぺ ー す

の特徴
とくちょう

】 

要配慮者
ようはいりょしゃ

スペース
す ぺ ー す

には、要配慮者
ようはいりょしゃ

の介助
かいじょ

のための備品
び ひ ん

（ダンボールベッド
だ ん ぼ ー る べ っ ど

、パーテーション
ぱ ー て ー し ょ ん

、ジョイントマッ
じ ょ い ん と ま っ

ト等
など

）が配備
は い び

されます。また、要配慮者
ようはいりょしゃ

の特性
とくせい

に応
おう

じた伝達
でんたつ

方法
ほうほう

で情報
じょうほう

を提供
ていきょう

します。 

（２）地震の場合 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日：令和〇年〇月〇日 記入者：大田　花男

人 →

階建の 階

5744-〇〇〇〇

070-××××-〇〇〇〇

メール 〇〇〇＠×××.××

フリガナ

長女

自宅

本人と
の関係氏名 大田　花男

自宅

居住
環境

78

 □あり　  ☑なし
エレベ
ーター

 ☑木造 　□鉄筋造

蒲田　花江（長女）宅 東京都大田区大森〇〇〇〇

名称

名称
避難先

風水害

　大田区個別避難計画書
≪本人・地域が作成する計画様式≫

１　本人情報

フリガナ □男

☑女

生年
月日

FAX

住所 大田区蒲田5-13-14 身長 160ｃｍ 体重 60ｋｇ

心身
の情報

建物

居住階

構造

2 1

☑戸建て　□マンション　□アパートなど

大田　花男

携帯
電話

ハザード
の状況

多摩川氾濫又
は中小河川氾

濫時

□　浸水深0.5ｍ～３ⅿ未満　　       ☑　浸水深３ｍ～
□　家屋倒壊等氾濫想定区域　　   □　土砂災害警戒区域

世帯
構成員

フリガナ

フリガナ オオタ　ハナオ

50 歳
070-

××××-
〇〇〇〇

大田　太郎

オオタ　タロウ
本人と
の関係

氏名

携帯
電話

070-
××××-
〇〇〇〇

平時の
サービス利
用状況や
過ごし方

昼間

障害者
手帳

介護
認定

世帯
の構成

支援
区分

☑身体（　肢体　）(   ７ 　)級　　　　　　□知的（　　　）度
□精神　 （ 　　　）級

ペット

週３日デイサービス

夜間

毎週金曜日はショートステイ

☑いる　□いない

日月昭和20 1 1
氏名 大田　花子

オオタ　ハナコ

77 歳

住所

住所

本人と
の関係

長男

氏名
歳

年

自宅電話
メール 〇〇〇＠×××.××

070-
××××-
〇〇〇〇

携帯
電話

5744-〇〇〇〇

5745-〇〇〇〇

　　２　　　　階建の　　　　階

□ひとり暮らし

☑同居人あり・ □はい ☑いいえ全員65歳以上か

 ☑要介護 （　　３  　）　□要支援（　　　 　）
意思疎
通方法

２　世帯情報

→種類（小型犬）

夫

〇〇小学校 住所 〇〇区　△-△-△地震

東京都大田区蒲田5-13-14

①

②

5744-〇〇〇〇

携帯 070-××××-〇〇〇〇

メール東京都大田区大森〇〇〇〇 〇〇〇＠×××.××住所

カマタ　ハナエ
本人と
の関係

フリガナ オオタ　ハナオ

氏名 蒲田　花江

長男

▲避難先は、自宅避難、親戚・知人宅、ホテル等も含めて検討してください。

▲世帯構成員が３名以上の場合には、「７　特記事項」欄に記載するか、別紙で作成してください。

携帯

避難経路 　※　自宅から避難先への避難経路図を特記事項に記入又は別紙で提出してください。

住所 東京都大田区大森〇〇〇〇 メール 〇〇〇＠×××.××

介助の必要性 □自立歩行可　　□手をつなぐ　□杖・シルバーカー　　☑車いす　 □ストレッチャー

避難手段 ☑徒歩・交通機関　　☑車いす 　□自家用車　  □タクシー　 　□寝台タクシー

具体的な
支援方法

●地震発生時は、避難が必要な場合は〇〇小学校へ避難する。自宅が無事であれば、自宅で避難生
活を送る。
●風水害時は、交通機関が計画運休する前に、電車で蒲田花江宅に避難する。

②

フリガナ カマタ　ハナエ
本人と
の関係

長女
自宅 5744-〇〇〇〇

氏名 蒲田　花江 携帯 070-××××-〇〇〇〇

必要な
配慮

☑食事　☑排泄　□移動　□コミュニケーション　□その他（　　　　          　　　　　　）

アレルギー ☑なし　□あり →(　　　　　　　　　　　　　　) 　　病名　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

医薬品 □なし　☑あり →薬名（　　別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　）

服薬
管理

□不要　☑必要
医療的

ケア
☑なし　□あり →例：人工呼吸器（  　　　　　 　　　　　　　　　　　 　）

必要な
設備

□電源（　　　　　　　　　　　　             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）
※コンセントが必要な器具　例：人工呼吸器、吸引器、カフアシスト、在宅酸素
☑エレベーター　 □その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　 　　　 　)

具体的な
支援方法

かかり
つけ医

病院 　　　〇〇病院　
フリガナ ハネダ　ゴロウ

電話 5744-〇〇〇〇

４　避難支援等実施者

①

フリガナ オオタ　ハナオ 本人と
の関係

長男
自宅 5744-〇〇〇〇

氏名 大田　花男 携帯 070-××××-〇〇〇〇

住所 東京都大田区蒲田5-13-14 メール 〇〇〇＠×××.××

５　避難先での生活支援

避難先へ
の付添者
(介助者)

フリガナ オオタ　タロウ
78 歳

本人と
の関係

夫 自宅 5744-〇〇〇〇

氏名 大田　太郎 携帯 070-××××-〇〇〇〇

住所 東京都大田区蒲田5-13-14 メール 〇〇〇＠×××.××

付添者情報 要支援２の認定を受けている。自分のことはできるが、花子の介助は困難。

自治会
・町会

　　〇〇自治会 民生委員 大森　次郎

７　特記事項
避難経路
●地震の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●風水害の場合

３　緊急連絡先

担当医 羽田　五郎

６　計画の提供先（避難支援等関係者）

ケアマネ
ジャー・相談

支援専門員

事業所名 〇〇ケアステーション
フリガナ チョウフ　サブロウ

担当名 調布　三郎

住所 東京都大田区蒲田〇〇〇〇

電話 5744-〇〇〇〇

携帯電話 070-××××-〇〇〇〇

第３号様式（第３条関係）

（宛先）大田区長

大森駅までは

電車で行く。

親族や知人の方等、実際に連絡できる方の連絡先を記入しましょう。

手引き裏面「４ 避難先について」参照

在宅避難、親戚・知人宅、ホテル等も

含めて検討しましょう。

手引き裏面「３ 風水害のリスクの確認につい

て」参照

避難支援をしてくれるか確認したうえで記入しましょう。

避難先で生活支援をしてくれる方と相談して記入しましょう。

地震の時、学校に避難する

場合には自治会・町会単位で

避難先を割り当てています。

台風等、事前に避難が必要だとわ

かる場合は、交通機関が動いてい

るうちに避難をしましょう。

お住まいの地域の自治会・町会は

区ホームページで確認しましょう。

避難について必要

な情報を記入

（自由記入）

別紙でも可 配慮すべき病名等ありましたら、

ご記入ください。


